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ソフトバレー順位（各ブロック）

（Aブロック）
・①出合いちょうクラブA
・②菊川スポーツクラブA
（Bブロック）
・①鋳銭司蔵六コミュニティスポーツクラブB
・②むぎがわ元気クラブB1
・③角島地区スポーツ育成クラブ
（Cブロック）
・①出合いちょうクラブC
・②今宿スポーツクラブC
・③鋳銭司蔵六コミュニティスポーツクラブC

～クラブ間の交流を深めて～

  山口県内にある総合型地域スポーツクラブ間の交流を図ることを目的として、述べ
13クラブの参加のもとクラブフェスタが開催されました。午前中は「ソフトバレー
ボール大会」を行い、各ブロックで熱戦が繰り広げらました。午後には「ACT
SAIKYOによるバドミントン教室」が行われ、参加者からは「トッププレイヤーの
指導を受けることができて非常に良い経験となった」という声が聞かれました。
　ほかにも、クラブPRブースを設けて、クラブの紹介や活動事例などの情報提供が
行われ、多くの方が目を通していました 。

10月27日（日）にスポーツ文化センターレクチャールームにて開催しました

・ソフトバレーボール試合及び表彰の様子（上）
・バドミントン体験教室の指導者「ACT SAIKYO」
の皆さん（右）

 tamaコラム 　～運動会人気競技の秘密～

　肌寒い季節となり、みなさんそろそろ衣替え
の時期でしょうか？この時期になると地域や学
校での運動会が終わった！というところがほと
んどでしょう。
　運動会の競技で欠かせないのが「玉入れ」。実はこの「玉入
れ」は、公式競技として全国大会が行われるなど、実は奥の深
い競技なのです。発祥の地である北海道和寒町（わっさむちょ
う）では、計測された冬の最低気温－41.2℃にちなんで、かご
の高さは4ｍ12cm、和寒町が北緯44°にあることから、かご
の直径、深さが44cmと公式ルールに定められています。なに
げないルールの中に意味が存在している事があるんですね。
　総合型地域スポーツクラブも地域にとって意味のある存在に
なれるようにしていきたいですね。幾多の問題にも玉入れのよ
うに1つ1つ問題をクリアしていき、よりよいクラブづくりに励
んでいきましょう。

 支援事業情報!!

■平成26年度スポーツ振興くじ助成事業
   　　　　　　　　　　　　《締切間近》
　・創設支援事業
　・自立支援事業
　・クラブマネジャー設置支援事業
　※詳細は日本体育協会のHPまで
　
　・活動基盤強化事業
　・クラブマネジャー設置事業
　※詳細はスポーツ振興センターのHPまで

■スポーツ指導者等派遣事業
　期間：H25年5月1日～H26年2月28日
　※詳細は山口県体育協会のHPまで

※上位クラブのみの掲載とさせていただきます。



いがみ倶楽部（長門市）

広域スポーツセンター連絡先

　平成23年に設立して現在2年目のいがみ倶楽部。対象人口は約600名とい
う小さな範域で、地域に根ざした活動をしています。今回はクラブマネジャー
の廣田さんにお話を伺いました。
Q,現在の倶楽部の主な取り組みについて教えてください。
A,定期的な活動として、ソフトジム教室やグラウンドゴルフ教室などのスポー
ツ活動に加えて、書道や生け花などの文化活動も行っています。また、春には
花見を兼ねたウォーキング大会や運動会、どんど焼きのイベントなども行って
います。
Q,いがみ倶楽部の自慢を教えてください
A,大きなクラブハウスでしょうか。いがみ倶楽部では、市の協力を得て廃校に
なった旧伊上小学校をクラブハウスとして活用しています。倶楽部が管理する
ことで、地域の方が気軽に集いやすい場所になってきていると感じます。
Q,今後の課題としてどのようなことがあげられますか
A,学校の光熱費などは市に負担してもらっています。今後も倶楽部が学校を持
続的に活用していくためには、そのような必要経費をどのように捻出していく
かが課題です。また若い世代にどのように引き継いでいくか、いわゆる後継者
の育成も大きな課題ですね。

【クラブハウス玄関・のぼり】

【ソフトジム教室の様子】

【会議の様子】

【太極拳教室の様子】

スポーツNPO法人ひかりクラブ（光市）

すげえちゃ・高泊(山陽小野田市）

東部広域スポーツセンター（徳山大学内）　　　　　TEL 070-5305-0674
央部広域スポーツセンター（山口県体育協会）　　　TEL 083‐933‐4697
西部広域スポーツセンター（東亜大学内）　　　　　TEL 070-5305-8917

　今年9月1日に設立した「すげえちゃ・高泊」です。クラブ名の由来は
「す」はスポーツ、「げえ」が芸術、「ちゃ」がお茶を意味し、それぞれの頭
文字をとって命名したそうです。そんな「すげえちゃ・高泊」の事務局長の森
下さんにお話を伺いました。
Q,現在のクラブの主な活動は？
A,高齢者の方々に運動をしてもらえるような場づくりを積極的に行っていま
す。種目としてはウォーキング、太極拳、グラウンドゴルフなど、ほかにも小
学生を対象にしたダンス教室などもあります。
Q,今後、クラブをどのように発展させていきたいですか？
A,高泊地区にある、一般クラブ（スポ少、公民館活動等）に加盟してもらい、
地域により根ざしたクラブづくりを行っていきたいですね！
Q,クラブの現在の問題点などはありますか？
A,クラブのホームページを立ち上げて多くの方にクラブの存在を知ってもらい
たいのですが、クラブハウスの電話線の関係などでなかなか作成まで至らない
状況です。しかし、いずれはホームページを立ち上げてその中でもクラブの
PRをしていきたいですね！

　平成15年8月に設立し、今年で10周年を迎えた「スポーツNPO法人ひかり
クラブ」今回は事務局長の稲垣さんにお話を伺いました。
Q,現在行っているクラブの取り組みどのようなものがありますか？
A,ランニングクラブ、陸上スポーツ少年団、卓球クラブ、　ソフトバレークラ
ブ、スイミングクラブ（小学生～高校生まで）健康水泳クラブ（小学生～大
人）、健康ウォーキングクラブやヨガ教室、フィットネス（健康教室）などバ
ラエティーに富んだ活動を行っています。
Q,クラブの自慢を教えてください。
A,私たちのクラブでは子どもの会員が約200名と多いことだけではなく、ヨガ
教室や健康教室、健康ウォーキングなどの教室で高齢者の会員数も確保し、多
世代にわたる加入があります。
Q,今後のクラブ発展のために取り組んでいきたいことは？
A,会員からの要望で、文化教室（英会話）を始めてほしいという声があり、現
在検討中です。また、クラブの後継者の育成にも力を入れていきたいと考えて
います。

【クラブ事務局】

【ロゴマーク】

クラブ紹介


